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南海・駿河・相模トラフのマルチチャンネル反射法音波探査概報
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By 
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南関東，東海地域の地震予知に関する調査研究は，数年前，地震学者Kよって駿河湾Vておいて巨大地震の発生

の可能性が指摘されて以来，活発Vてなってきた。この調査も，これら調査研究の一環であり，科学技術振興調整

費Kよる「フィリピン海プレート北端部の地震テクトニクスK関する総合研究」の一部として行われたものであ

る。

南海・駿河・相模トラフは， 日本列島を含むユーラ νアプレートとこれより南のフィリピ Y海プレートの境界

であり，各トラフでフィリピ Y海プレートがユーラνアプレートの下K沈みこんでいると考えられている。この

調査は，それぞれのトラフを横切る測線Kおいて，マルチチャンネノレ反射法音波探査を実施し，プレートの沈み

込み運動を反映した地殻構造の形状を把握すゐことを目的としている。調査は，昭和 55年度から 3か年計画で

実施され，昭和 55年度にはA～C測線の海上作業と資料処理の一部，昭和 56年度KはA～C測締の資料処理

とD～I測糠の資料処理を行った。いずれの作業も，水路部監督の下K石油資源開発株式会社が実施した。

ここでは，昭和 55, 5 6年度の調査結果Kついて概略報告する。なお，調査結果の詳細は，加藤ほか（ 1 9 

83)(!Cまとめられていゐ。

2. 調査の方法

調査測線は，南海・駿河・相模トラフを横切る 9測線計 67 5Kmである（第 1図〉。

海上作業は，石油資源開発株式会社所属の開洋丸（ 9 9 0.8 2トン） (ICより，総吐出容量 34.2リットノレのエ

アガシ 21基を発音部とし， 4 8チャ Yネノレ，長さ 24 0 0メートノレのストリーマーケープノレを受音部とする音

波探査装置を用いて行った。発音点深度は，海面下 8メートノレ，受音点深度は，海面下 15メートノレ，発音点間

隔，受音点間隔はそれぞれ 50メートペサンプノレ間隔は 4~リ秒，測定記録時間長は 1 1秒とし，録音方式は

磁気テープKより行った。

資料処理は，第 2図K示すフローチャート K従って行い，各測綿毎K，重合断面図，タイムマイグレーνョシ

断面図及び深度断面図を作成した。共通反射点重合数は 24，共通反射点間隔は 25メートノレとした。
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第1図調査測線図
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3. 調査結果

得られた音波探査断面図から明らかとなった事項をまとめ

ると次のよう K左る。なお，音波探査断面図の例として， G

測線の深度断面図を第 3図K示す。

(1）音波探査断面図Kは，フィリピン海プレートの海洋基

樫あるいは伊豆半島や鉛川海債の基樫が， トラフからユーラ

νアプレート側斜面下K斜めK傾き下がっている様子が描き

出され，プレートの枕み込みを示すものと考えられる。南海

・駿河トラフでの基姥の傾斜角は，紀伊半島沖でゆるく北東

の駿河湾寄りほど急tてなっている。また，基棺の最大傾斜方

向は， トラフK直交するよう K北北西から北西，西北西方向

K変化している。

(2）南海・駿河トラフの陸側斜面下部Kは，水平圧縮応力

Kよる逆断層や摺曲が認められ， トラフ底模状堆積層の変形

した付加プリズムが形成されている。

(3）南海トラフ底堆積層は模状を呈し，水平層理が認めら

れるが，場所Kより，水平圧縮応力Kよるゆるい摺曲や逆断

層も認められた。相模トラフ底では，下位K模状，上位Kほ

ぽ等層厚の堆積層が認められた。

(4) G, H測線Kは，四国海盆側K海洋基鯉を切る南落ち

の断層が認められ，断層のトラフ側は高まりとなっている。

(5）陸側斜面の一部にガスハイドレート層の下限反射面

と考えられる海底K平行な強い反射面が認められた。

加藤 茂・佐藤任弘・桜井 操 1 9 8 3：南海・駿河・相模トラフのマルチチャ Yネノレ反射法音波探査，水

路部研究報告，第 18号
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